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幼児期の運動や運動遊びの経験が学童期の

子どもの生活・健康・体力に及ぼす影響
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〔論文要旨〕

　幼児期に体を動かし活動的に過ごしたことが，小学校入学後の学校や家庭での生活，健康や体力などに影響を及

ぼすかどうかを検討する目的で，都内公立小学校の2年生と5年生に，幼児期の運動にかかわる遊びの状況と現在

の学校や家庭での生活，遊び，健康状態などについての質問紙調査を行った。同時にその保護者に対し，子どもの

通った幼稚園・保育園で重点を置いていた教育，幼児期の遊び，学校生活，健康についての質問紙調査を行い，子

ども・保護者の154組を分析対象とした。学校で実施された身体測定や，体力テスト（5年生のみ）の結果も利用

した。その結果，子ども自身および保護者の回答共に，幼児期に体を動かすことが好きであったと回答した子ども

は，学校が楽しい，勉強が楽しい，学校の休み時間に友だちとよく遊ぶ，学校の体育が好き，仲良しの友だちが沢

山いる，家へ帰ってよく遊ぶなどの回答が多かった。さらに，これらの子どもは健康面でも良好であり，肥満は少

なく，5年生の体力テストの結果も良い傾向であった。一方，通った園が運動活動に重点を置いているかどうかに

ついては，これらの項目と有意な関係はほとんどみられなかった。以上のことから，子どもの成長に重要な部分を

占めている幼児期に，子ども自身が積極的に運動や運動遊びを行うことが，小学校入学後にも多方面で良い影響を

及ぼすことが示唆された。
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L緒 言

　幼児の遊びは，生活そのものであるともいわれ1），

遊びを通してさまざまなことを学び，社会に適応でき

る能力が養われる。とくに全身を使って遊ぶ運動遊び

は，子どもの身体や運動能力，知的，社会的発達に大

きな意義を持っている。

　しかし，現代では子どもが運動をする環境が大きく

変わっており，自然の中で外遊びに興じる子どもの姿

が少なくなり，テレビ，ビデオ，ゲームなどの室内遊び

が子どもの主な遊びになった。このような子どもを取

り巻く環境の変化は，子どもの体力・運動能力の低下

の問題として表れ，現代の子どもは意識して体を動か

さないと体力を保つことさえも難しくなっている2）。

　幼児期の運動能力の発達については，子どもが多く

の時間を過ごす家庭での運動体験や，通園している幼

稚園や保育園での運動に対する方針が大きく影響して

いるのではないかと考えられる。また一方では，園の

運動重視の方針そのものでなく，子ども自身の興味や

関心に基づいた自発的な遊びでの運動経験が重要であ

るとの考え方もあり，2002年に行われた全国的規模で

の幼児運動調査3）では，運動指導をしていない自由保
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育中心の園の子どもの方が運動能力が高かったという

報告もある4）。さらに，幼児期における運動経験は，

その後の学童期にも影響すると考えられ，幼児期に運

動や運動遊びの経験を多くした子どもたちと，そうし

た経験の少なかった子どもたちとでは，小学校入学後

の発達や生活の状況に違いが出てくる可能性もあるこ

とが考えられる。

　そこで本研究は，幼児期に体を動かし，運動や運動

遊びなどを経験したことが，小学校入学後の身体活動

や健康，体型，体力などに関係するのかどうかの示唆

を得るために，小学生とその保護者を対象に，身体計

測値や体力テストおよび質問紙調査から検討した。

皿．対象と方法

1，対　象

　対象は，世田谷区の公立小学校一校の2年生全員85

名（男子40名，女子45名）と5年生全員103名（男子48名，

女子55名）の計188名であり，自記式質問紙調査につ

いては児童の保護者も対象とした。

2）BMIによる体型分類

　調査年に実施した身体測定の身長・体重よりBMI

を求め，それを基に，加藤5）の18歳までの年齢別BMI

パ山荘ンタイル曲線を用いて肥満・標準・やせの体型

分類を行った。体型の判定は，このBMIパ川和ンタ

イル曲線での各年齢の10～90パーセンタイル値を「標

準」（2年生14．5～18．0，5年生15．0～18．5）とし，

この範囲未満を「やせ⊥これを超えるものを「肥満」

とした。

3）体力テスト

　調査年に実施した5年生の新体力テスト（握力，上

体起こし，長座体前屈，反復横とび，20mシャトルラ

ン，50m走，立ち幅跳びソフトボール投げ）の結果

を，文部科学省体育局が設定した各項目深得点表6）に

より，10段階評価で採点した。また，各項目の得点を

合計して総合得点を算出し，新体力テストの総合評価

基準表6＞に基づき，A～Eの5段階で総合評価を求め，

A，Bを「高」，　Cを「標準」，　D，　Eを「低」とした。

なお，2年生対象の新体力テストは実施されていない。

2．調査内容

1）自記式質問紙調査

　調査は対象校の学校長と教職員の同意を得て平成20

年5月に行った。質問紙は教員に依頼して子ども用と

保護者用の調査用紙をセットにして子どもに配布し，

家庭で回答を記入してもらい，1～2週間後に2票揃

えて回収した。質問項目は，子どもの現在の学校や家

庭での生活に関することと，幼児期の運動や遊びなど

に関することで，後者は後方視的調査となる。2年生

と5年生は同じ内容であるが，2年生の調査用紙は2

年生の学力で読めるものとした。保護者に対しては，

子どもの幼稚園・保育園で重点を置いた保育内容（例

示：文字や数などを習う知的活動，歌やお絵かきなど

の表現活動，ボール遊びや体操などの運動活動，折り

紙・粘土・工作などの製作活動その他），幼児期の

材端現在の子どもの学校生活の様子，健康について

尋ねた。

　倫理面に関する配慮として，調査用紙に「この調査

への協力は自由であること」，「調査結果は研究にのみ

使用され，個人名が出ることはないこと」，「調査用紙

の提出をもって同意とみなされること」を説明する文

書を添付した。

3．分析方法

　質問紙調査から把握された幼児期の運動や運動遊び

の状況と小学校時の生活状況との関連を検討し，さら

に，幼児期の運動や運動遊びの状況と体型や体力テス

トとの関連を検討した。

　すべての解析はSPSS　17．O　for　Windowsで行い，

有意水準は5％とし，比率の偏りの検定にはX2検定，

BMIや体力テスト結果の平均値の差の検定には対応

のないt検定を使用した。

皿．結 果

1．調査結果

1）自記式質問紙調査結果

　質問紙を回収したところ，回収数は全体で160組（320

名）であった。うち分析対象となった有効回答数は

154組（308名）であった（配布数188組376名分に対す

る有効回答率：81．9％）。このうち2年生は70組（男

子32組，女子38組），5年生は84組（男子40組女子

44組）であった。

i．幼児期の運動遊びの状況（表1）

　保育園や幼稚園では，体を動かすことや外遊びは多

くの子どもが好きであった。外遊びは女子より男子の

方が好きな割合が有意に高かった。保育園や幼稚園で
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表1　幼児期の運動遊びの状況 人数（％）

性　　　別 学　年　別
調査項目

男子（n＝72） 女子侮＝82） κ2検定 2年（n＝70） 5年（n＝84） z2検定

好　き 60（84．5） 65（80．2） 58（85．3） 67（79．8）

好きではない 2（2．8） 3（3．7） n．S． 2（2．9） 3（3．6） n，S．

体を動かすこと どちらでもない 9（12．7） 13（16．0） 8（11．8） 14（16．7）

計 71（100．0） 81（100．0） 68（100．0） 84（100．0）

好　き 68（94．4） 65（79．3） 63（90．0） 70（83．3）

子
ど
も外遊び

好きではない

ﾇちらでもない

1（1．4）

R（4．2）

4（4．9）

P3（15．9）

＊ 1（1．4）

U（8．6）

4（4．8）

P0（11．9）

n．S．

の
回 計 72（100．0） 82（100．0） 70（100．0） 84（100．0）

答
感覚遊び 2（2．8） 7（8．5） n．S． 4（5．7） 5（6．0） n．S．

運動遊び 49（68．1） 47（57．3） n．S． 42（60．0） 54（64，3） n．S．

幼稚園や保育園で 想像遊び 9（12，5） 14（17．1） n．S． 5（7．1） 18（21．4） ＊

楽しかった遊びD 受容遊び 0（0．0） 0（0．0） 0（0．0） 0（0．0）

構成遊び 6（8，3） 26（31．7） ＊＊＊ 13（18．6） 19（22．6） n．S．

園での行事 12（16．7） 19（23．2） n．S． 6（8．6） 25（29．8） ＊＊

好　き 43（59．7） 38（48．1） 42（60．0） 39（48．1）

他の子どもと比べ 好きではない 7（9．7） 7（8．9） n．S． 6（8．6） 8（9．9） n．S．

外遊び どちらでもない 22（30．6） 34（43．0） 22（31．4） 34（42．0）

保
護 計 72（100．0） 79（100，0） 70（100．0） 81（100。0）

者
の 知的活動 9（12．5） 12（15．2） n．S． 7（10．0） 14（17．3） n．S．

回 表現活動 37（51．4） 41（51．9） n，S． 39（55．7） 39（48．1） n．S．

答 園での主に重点を 運動活動 45（62．5） 43（54．4） n．S． 45（64．3） 43（53．1） n．S．

置いた活動1） 製作活動 36（50．0） 37（46．8） n．S． 38（54．3） 35（43．2） n，S．

その他の活動 10（13．9） 15（19．0） n．S． 14（20．0） 11（13．6） n．S．

特にない 19（26．4） 22（27．8） n．S． 17（24．3） 24（29．6） n．S．

1）各項目を選んだ子どもの人数と全体に対する％
＊＊＊ 吹モO．001，＊＊p＜0．01，＊p＜O．05，n．s．：有意希なし

楽しかった遊びでは，ボール遊びや鬼ごっこ，追いか

けっこのような体を動かす運動遊びを挙げた子どもが

男女，学年を問わず最も多かった。

　保護者の回答では，子どもが通った園で主に重点を

置いていた活動として運動活動を挙げた割合が，子ど

もの性別，学年を問わず最も多かった。

ii．小学校での生活状況（表2－1，表2－2）

　学校では勉強を含め，多くの子どもたちが楽しく過

ごしていると答えていた。とくに2年生は5年生に比

べて，「学校が楽しい⊥「勉強が楽しい」と答えた割

合が有意に高かった。

　「学校での遊びの種類」ついて，子どもの自由回答

を幼児期の遊び（感覚遊び，運動遊び，想像遊び，受

容遊び，構成遊び，その他）と同様の分類でみると，

運動遊びなどの運動活動が男女とも多く，また，5年

生の方が2年生に比べて有意に多かった。

　「体育の授業が好き」については，8～9割の子ど

もたちが好きと答えており，男女差はみられなかρた。

保護者の回答では男子の方が「体育が好き」な子ども

が有意に多かった。一方，保護者からみた「体育が得

意」では得意とする回答が多くなっていたが，子ども

の男女差や学年差はみられなかった。

　友だちの人数では，「仲良しの友だちは5人以上い

る」と答えた子どもが，男女，学年を問わず最も多かっ

た。

　「家に帰ってから遊ぶ」については，よく遊ぶのは，

子どもの回答でも保護者の回答でも，男子の方が女子

よりも有意に多かった。

　「毎日元気で過ごしている」については，「とても元

気」，「元気な方」がほとんどであったが，一方で「だ

るかったり疲れたりする」，「具合が悪くなる」ことが

時々ある子どもも5割程度存在した。

　全体的にみると，学校や放課後の生活状況において

「勉強が楽しい」のは女子に多く，「家に帰ってから遊

ぶ」のは男子が多かった。また，学年別では2年生の

方が「学校が楽しい」1，「勉強が楽しい」の割合が5年
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表2－1　学童期の生活の状況（子どもの回答） 人数（％）

一

性　　　別 学 年　別

男子（n＝72） 女子（n＝・82） z2検定 2年（n＝70） 5年（n＝84） z2検定

楽しい 51（71．8） 63（78．8） 59（85．5） 55（67．1）

楽しくない 7（9．9） 5（6．3） n．S． 3（4．3） 9（11．0） ＊

学校が楽しい どちらでもない 13（18．3） 12（15．0） 7（10．1） 18（22．0）

計 71（100．0） 80（100．0） ！69（100．0） 82（100．0）

楽しい 43（61．4） 63（78．8） 54（79．4） 52（63．4）

楽しくない 8（11．4） 3（3．8）
＊ 0（0．0） 11（13．4） ＊＊

勉強が楽しい どちらでもない 19（27．1） 14（17．5） 14（20．6） 19（23．2）

計 70（100．0） 80（100．0） 68（100．0） 82（100．0）

感覚遊び 2（2．8） 1（1．2） n．S． 1（L4） 2（2．4） n．S．

運動遊び 52（72．2） 59（72．0） n．S． 43（61．3） 68（81。0） ＊＊

想像遊び 6（8．3） 12（14．6） n．S． 8（11．4） 10（1L9） n．S．

学校での遊びの種類 受容遊び 3（4．2） 3（3。7） n．S． 1（1．4） 5（6．0） n．S．

構成遊び 7（9．7） 16（19．5） 　n．S．

iP＝0．089）
22（31．4） 1（1．2） ＊＊＊

その他 4（5．6） 1（1．2） n．S． 2（2．9） 3（3．6） n．S．

よく遊ぶ 57（80．3） 63（78．8） 58（85．3） 62（74．7）

休み時間に友だちと 時々遊ぶ 13（18．3） 16（20．0）
n．S．

10（14．7） 19（22．9）
n．S．

遊ぶ 遊ばない 1（1．4） 1（1．3） 0（0，0） 2（2．4）

計 71（100，0） 80（100．0） 68（100．0） 83（100．0）

好き 61（91．0） 62（80．5） 57（90．5） 66（81．5）

好きではない 2（3．0） 4（5．2）
n．S。

1（1．6） 5（6．2）
n．S．

体育の授業 どちらでもない 4（6．0） 11（14．3） 5（7，9） 10（12．3）

計 67（100．0） 77（100．0） 63（100．0） 81（100．0＞

1人 2（2．8） 3（3．7） 3（4．3） 2（2．4）

2人 3（4．2） 5（6．2） 6（8．6） 2（2，4）

3人 4（5，6） 3（3．7） 4（5．7） 3（3．7）

仲良しの友だちの人 4人 8（11．3） 2（2．5） n，S． 6（8．6） 4（4．9） n．S，

数 5人 3（4，2） 6（7．4） 4（5．7） 5（6．1）

もっと沢山 51（71．8） 62（76．5） 47（67．1） 66（80．5）

計 71（10α0） 8ユ（ユ00．0） 70（100．0） 82（ユ00．0）

よく遊ぶ 39（56．5） 30（37．0） 35（52．2） 34（41．0）

時々遊ぶ 27（39．1） 43（53．1） ＊ 30（44．8） 40（48．2）
n，S．

家に帰ってから遊ぶ 遊ばない 3（4．3） 8（9．9） 2（3。0） 9（10．8）

計 69（100．0） 81（100．0） 67（100．0） 83（100，0）

とても元気 37（56．9） 46（58．2） 42（65．6） 41（51．3）

元気な方 26（40．0） 29（36。7） 18（28．1） 37（46．3）

毎日元気で過ごして あまり元気ではない 0（0．0） 4（5．1） n，S．　　1 4（6．3） 0（0．0）
＊

いる 全然元気ではない 2（3．1） 0（0．0） 0（0．0） 2（2．5）

計 65（100．0） 79（100．0） 64（100．0） 80（100．0）

よくある 8（12．3） 15（19．0） 16（25．0） 7（8．8）

だるかったり疲れた
時々ある

ﾙとんどない

31（47．7）

P7（26．2）

29（36．7）

Q5（31．6） n．S．

20（31．3）

P8（28．1）

40（50．0）

Q4（30．0）
＊

りする 全然ない 9（13．8） 10（12，7） 10（15．6） 9（11．3）

計 65（100．0） 79（100．0） 64（100．0） 80（100．0）

よくある 4（6．3） 4（5．1） 5（7．8） 3（3．8）

時々ある　　， 29（45．3） 37（46．8）
n．S。

31（48．4） 35（44．3）
n．S．

具合が悪くなる ほとんどない 31（48．4） 38（48．1） 28（43．8） 41（51．9）

計 64（100．0） 79（100．0） 64（100．0） 79（100．0）

＊＊ 吹モO．01，＊p〈0．05，n．s，：有意差なし

Presented by Medical*OnlinePresented by Medical*Online



662 小児保健研究

表2－2　学童期の生活の状況（保護者の回答） 人数（％）

性　　　別 学 年　別

男子くn＝72） 女子（n＝82） z2検定 2年（n＝・70） 5年（nニ84） ゼ検定

学校への通学

毎日喜んで通学

卲凾ｪらずに通学

栫X嫌がる

38（52．8）

Q2（30．6）

P2（16．7）

51（164．8）

Q2（27．8）

U（7．6）

n．S，

45（64．3）

P8（25．7）

V（10．0）

44（54．3）

Q6（32．1）

P1（13．6）

n．S．

計 72（100．0） 79（100．0） 70（100．0） 81（100．0）

学校の体育

好き

Dきではない

ﾇちらでもない

62（87．3）

S（5．6）

T（7．0）

51（65，4）

T（6．4）

Q2（28．2）

＊＊

53（76．8）

P（1．4）

P5（21．7）

60（75．0）

W（10．0）

P2（15．0）

　n．S．

iP＝0．066）

計 71（100．0） 78（100．0） 69（100．0） 80（100．0）

体育が得意

得意

ｾ意ではない

ﾇちらでもない

39（55．7）

P3（18．6）

P8（25。7）

31（39．2）

P4（17．7）

R4（43．0）

　n．S．

iP＝0．069）

34（48．6）

W（11．4）

Q8（40．0）

36（45．6）

P9（24．1）

Q4（30．4）

n．S．

計 70（100．0） 79（100．0） 70（100，0） 79（100．0）

家に帰ってから遊ぶ

よく遊ぶ

栫X遊ぶ

S然遊ばない

ﾇちらでもない

24（33。8）

R2（45．1）

P4（19．7）

P（1．4）

11（13．9）

S1（51．9）

P7（21．5）

P0（12．7）

＊＊

17（24．3）

R5（50．0）

P3（18．6）

T（7．1）

18（22．5）

R8（47．5）

P8（22．5）

U（7．5）

n．S，

計 71（100．0） 79（100．0） 70（100．0） 80（100．0）

家族と遊ぶ

よく遊ぶ

栫X遊ぶ

S然遊ばない

ﾇちらでもない

19（28．8）

S4（66．7）

O（0．0）

R（4．5）

19（24．7）

T3（68．8）

Q（2．6）

R（3．9）

n．S．

22（32．8）

S3（64，2）

P（1．5）

P（1．5）

16（21．1）

T4（71．1）

P（1．3）

T（6．6）

n．S．

計 66（100．0） 77（100．0） 67（100．0） 76（100．0）

毎日元気で過ごして

｢る

とても元気

ｳ気な方
ﾜり元気ではない

40（58．8）

Q4（35．3）

S（5．9）

45（58．4）

R1（40．3）

P（1．3）

n．S。

42（62．7）

Q4（35．8）

P（1．5）

43（55．1）

R1（39．7）

S（5．1）

n．S．

計 68（100．0） 77（100．0） 67（100，0） 78（100．0）

＊＊ 吹モn．Ol．＊p＜0．05，　n．s．：有意心なし

生より多かったが，一方で「だるかったり疲れたりす

る」もやや多くみられた。

2）BMIによる体型分類（表3），（表4）

　BMIの平均値は表3に示したが，2年生全体とし

ては，男子15．73±1．96（計測値のない1名を除く），

女子15．54±1．54で男女差はみられず，5年生全体で

は，男子17．95±3．43，女子16．91±1．96であったが

有意な差ではなかった。質問紙調査の回答が得られた

児童のBMIは，2年生男子（計測値のない男子1名

を除く）15．19±1．37，女子15．45±1．52，5年生男子

17．98±3．68，女子17．09±2．08で，学年全体の数値と

ほとんど変わらなかった。

　このBMIから体型分類を行うと，2年生と5年生

それぞれの学年男女別で，やせ，標準肥満は表4の

表3　BMI平均値 人数く％）

質問紙調査回答の得られた児童 N＝153※ 学年全体 N＝187※

n M　　　　SD t　　　　　p n M SD　　　　t P

2年生
男
女

子
子

31

R8

15．19　　　1．37

P5．45　　　1，52
一〇．756　　n．s．

39

S5

15．73

P5．54

1
．
9
6
　
　
　
　
0
．
4
7
8
1
．
5
4

n．S．

5年生
男
女

子
子

40

S4

17．98　　3．68

P7．09　　2．08
1．386　　n．s。

48

T5

17．95

P6．91

3
．
4
3
　
　
　
　
1
．
9
1
1
1
．
9
6

　n．S，

iP＝0カ59）

n．s．：有意差なし

※身長・体重計測値のない2年生男子1名を除く
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表4　BMIによる体型分類 人数（％）

質問紙調査回答の得られた児童 N＝153※ 学年全体　N＝187※

男　子 女　子 計 男　子 女　子 計

2年生

や　せ

W　準

栫
@計

5（16．1）

Q5（80．6）

P（3、2）

R1（100．0）

4（10。5）

Q9（76．3）

T（13．2）

R8（100．0）

9（13．0）

T4（78．3）

@6（8．7）

U9（100．0）

10（25．6）

Q5（64．1）

S（10．3）

R9（100．0）

10（22．2）

Q9（64．4）

U（13．3）

S5（100．0）

20（23．8）

T4（64．3）

P0（11．9）

W4（100．0）

z2検定 n．S． n．S．

5年生

や　せ

W準
@満

@計

4（10．0）

Q8（70．0）

W（20．0）

S0（100．0）

7（15．9）

R4（77．3）

R（6．8）

S4（100．0）

11（13．1）

U2（73．8）

P1（13．1）

W4（100．0）

5（10．4）

R0（62．5）

P3（27．1）

S8（100．0）

9（16．4）

R6（65．5）

P0（18．2）

T5（100．0）

14（13．6）

U6（64．1）

Q3（22．3）

P03（100．0）

z2検定 n．S． n．S．

n．s．：有意差なし

※計測値のない2年生男子1名を除く

ようになった。学年全体でみると2年生のやせが男女

各10名ずつで計20名（23．8％），5年生の肥満が男子

13名，女子10名で計23名（22．3％）と多かった。しか

し，2年生のやせと肥満，および5年生の肥満の児童

は質問紙調査に回答を寄せていないことが判明した。

3）体力テスト結果（表5），（表6）

　新体力テストは小学校では5年生についてのみ行わ

れている。

　表5に結果を示したが，学年全体でみると男子はソ

フトボール投げ，反復横とび，20mシャトルランで，

女子は長座体前屈で良い成績であった。

2．幼児期の身体活動と学童期の状況との関連

幼児期に体を動かすことや外遊びが好きであったこ

と，幼稚園や保育園が運動遊びを重視していたなど，

身体活動とのかかわりが多かったと考えられる子ども

とそうではない子どもとで，小学校に入ってからの生

活状況や自覚的健康，体型，体力等の状況に差がある

かどうかについて検討した。すなわち幼児期に「体を

動かすこと」や「外遊び」が「好きであった」と回答

表5　男女別体力テスト結果（5年生のみ）

質問紙調査回答の得られた5年生N＝84 5年生全体N＝103

n M SD t P n M SD t P

握力（kg）
男　子　　40

浴@子　44

17．60

P8．05

3，303

S，000
一〇、553 n．S．

47※

T5

17．68

P8．00

3，350

S，037
一〇．430 n．S．

上体起こし（回）
男　子　40
浴@子　　44

19．58

P9．68

3，908

R，415
一〇．134 n．S．

47※

T5

20．26

P9．89

4，062

R，430
0，491 n。S．

長座体前屈（cm）
男　子　　40

浴@子　　44

31．08

R9．30

8，483

W，757
一4．361 ＊＊＊

47※

T5

31．00

R8．00

7，940

W，728
一4．208 ＊＊＊

50m走（秒）
男　子　　40

浴@子　　43楽

9，795

X，386

2，421

O，728
1，058 n．S．

48

T4※

9．71

X．43

2，264

O，818
0，851 n．S．

立ち幅とび（cm）
男　子　　40

落q　44

144．73

P45．43

20，895

P8，760
一〇．163 n．S．

47※

T5

147．38

P45．76

20，882

P8，633
0，414 n．S，

ソフトボール投げ（m）
男　子　　40

浴@子　　44

2L35
P1．75

7，294

Q，982
8，027 ＊＊＊

47※

T5

21．72

P1．87

6，968

R，317
9，326 ＊＊＊

反復横とび（点）
男　子　　40

浴@子　　44

35．73

R4．23

7，104

T，685
1，071 n．S．

47楽

T5

36．36

R3．51

7，054

T，878
2，228

＊

20mシャトルラン（回）
男　子　　40

浴@子　　43※

42．65

R0．09

20，962

P1，286
3，431 ＊＊＊

47※

T4※

43．60

R0．98

20，840

P2，769
3，719 ＊＊＊

＊＊＊ 吹q0．001，＊p＜0．05，n．s．：有意差なし

※1名欠測
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表6　体力テスト評価による分類 人数（％）

質問紙調査回答の得られた5年生 N＝84 5年生全体　N＝103

男　子　　　　女　子 計 男　子　　　　女子　　　　草

体 力

　低

W準
@高
@計

9（22，5）　　5（11．4）

P2（30．0）　　10（22．7）

P9（47，5）　　29（65．9）

S0（100．0）　　44（100．0）

14（16，7）

Q2（26．2）

S8（57，1）

W4（100．0）

10（　20．8）　　　　　7（　12．7）　　　　　17（　16．5）

P3（27，1）　　　　13（　23．6）　　　　26（　25．2）

Q5（　52．1）　　　　35（　63．6）　　　　60（　58．3）

S8（100．0）　　　　　55（100．0）　　　　103（100．0）

κ2検定 n．S． n．S．

n．s．：有意差なし

したものを「好き」群，「好きではなかった」および「ど

ちらでもない」と回答したものを「それ以外」群の2

群に分け，また，通園した幼稚園や保育園での活動が

「運動に重点を置いていた」か，「それ以外」かの2群

に分け，かつ2年生と5年生の男女を合わせて，各調

査項目への回答率を比較した。

1）幼児期に体を動かすことや外遊びが好きだったことと

　学童期の生活状況との関連（表7－1，7－2）

　子どもの回答を表7－1に示したが，幼児期に「体

を動かすことが好き」であった：子どもは，「それ以外」

群と比べて，「学校が楽しい」，「勉強が楽しい」，「休

み時間に友だちとよく遊ぶ」，「学校の体育が好き」，「仲

良しの友だちが多い」の割合が高く，幼児期に「外遊

びが好き」であった群は，「それ以外」群よりも「学

校の体育が好き」であった。また，自覚的な健康面でも，

体を動かすことや外遊びが好きであった子どもは「と

ても元気」という回答がそれ以外群よりも有意に多く

なっていた。

　保護者の回答は表7－2に示したが，幼児期に体を

動かすことや外遊びが好きであった子どもは，「学校

の体育が好き」，「体育が得意」，「家に帰ってからよく

遊ぶ」について，好きでなかった子どもと有意差がみ

られた。

　一方，通っていた園での活動が運動重視であったか

どうかについては，すべての項目で有意差がみられな

かった。

2）体型との関連（表8）

　BMIによって分類した学童期の体型との関連では，

発育にやせ・肥満などの傾向がみられる児童において

質問紙調査に回答を寄せていなかったが，2年生の「体

を動かすこと」に有意差がみられ，好き以外の子ども

、の肥満の割合が高い傾向であった。動かすことや外遊

びが好きだった子どもでは，小学校で肥満の子どもが

少ない傾向がみられた。

3）体力テストとの関連（表9）

　「体を動かすことが好き」であった子どもの体力テ

ストは，「高」得点が65．7％であったのに対し，「それ

以外」の子どもは23．5％であり有意差がみられた。「外

遊びが好き」であった子どもでは「高」得点が「それ

以外」の子どもに対し多かったが有意な差ではなかっ

た。保護者からみて「他の子どもと比べ体を動かすこ

とが好き」だった子どもは，体力テストの「高」得点

が男女ともに多かった。

　しかし，通った園の運動活動重視の方針は体力テス

トと関連がみられなかった。

lV．考 察

　発育発達の視点から幼児期の身体活動の重要性は周

知されており，幼児期に遊びを通していろいろな運動

を行うことが奨励されている7）。しかし，学童期に入っ

た後幼児期の運動経験がどのような影響を及ぼすか

についての報告は少数である。そこで本研究は，幼児

期の運動遊びなどの身体活動が学童期にどのように影

響しているかについて調査することを試みた。

　本調査で対象とした子どもたちの大部分は，学校で

は勉強を含め楽しく過ごし，またよく遊んでいること

が子ども自身の回答からも保護者の回答からも明らか

になった。また，運動活動を重視する園に子どもを通

わせた保護者が多いことが把握された。

　幼児期における運動遊びなどの身体活動状況と小学

校に入ってからの生活状況との関連については，幼児

期に体を動かすことや外遊びが好きであった子ども

は，そうでなかった子どもと比べ，現在の生活状況が

より良好であるという結果が得られた。加賀谷8）は保

護者に対して子どものQOL調査を実施し身体活動量

との関係を分析した結果，健康度の高い子どもの歩数

が多かったことを報告しており，馬場9）は小児期の身

体活動と子どもの心身の健康との関連を強調している
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表7－1　幼児期の運動経験と学童期の生活状況との関連（子どもの回答） 人数．（％）

体を動かすこと 外遊び 園での活動

好き　　　それ以外 好き それ以外 運動活動 それ以外

楽しい 99（　81．1）　　　13（48．1） 102（78．5） 12（57．1） 67（77．9） 45（72．6）

楽しくない 8（　6．6）　　　4（　14，8） 9（6．9） 3（14．3） 8（9．3） 4（6．5）

学校が楽しい どちらでもない 15（　12．3）　　　10（　37．0） 19（14．6） 6（28．6） 11（12．8） 13（21．0）

計 122（100．0）　　　27（100．0） 130（100．0） 21（100．0） 86（100．0） 62（100．0）

γ2検定 ＊＊
n．S． n．S．

楽しい 91（　74．6）　　　13（　50．0） 93（72．1） 13（6L9） 67（77．9） 37（60．7）

楽しくない 8（　6．6）　　　3（　11．5） 8（6。2） 3（14．3） 4（4．7） 6（9．8）

勉強が楽しい どちらでもない 23（　18．9）　　　10（　38．5） 28（21．7） 5（23．8） 15（17．4） 18（29．5）

計 122（100．0）　　　26（100．0） 129（100．0） 21（100．0） 86（100．0） 61（100．0）

z2検定
＊

n．S． n．s．（P＝0。073）

よく遊ぶ 101（　82．1）　　　17（　65．4） 105（80．8） 15（71．4） 65（75．6） 52（83．9）

時々遊ぶ 22（　17．9）　　　7（26．9） 24（18．5） 5（23．8） 21（24．4） 8（12．9）

休み時間に友だちと遊ぶ 遊ばない 0（　0．0）　　　2（　7．7） 1（0．8） 1（4．8） 0（0．0） 2（3．2）

計 123（100．0）　　　26（100．0） 130（100．0） 21（100．0） 86（100．0） 62（100．0）

κ2検定 ＊＊
n．S． n．s．（P－0．063）

好き 112（　95．7）　　　　9（　36．0） 116（92．8） 7（36，8） 71（87．7） 49（81．7）

好きではない 0（　0．0）　　　6（　24．0） 4（3．2） 2（10．5） 2（2．5） 4（6．7）

学校の体育が好き どちらでもない 5（　4．3）　　　10（40．0） 5（4．0） 10（52．6） 8（9．9） 7（11．7）

計 117（100．0）　　　25（100。0） 125（100．0） 19（100．0） 81（100．0） 60（100．0）

z2検定 ＊＊＊ ＊＊＊
n．S．

1人 4（　3．2）　　　1（　4．0） 4（3．1） 1（4．8） 3（3．4） 2（32）

2人 7（　5．6）　　　　1（　4．0） 7（5．3） 1（4．8） 6（6．9） 2（3．2）

3人 5（　4．0）　　　2（　8．0） 6（4．6） 1（4．8） 4（4，6） 3（4，8）

4人 5（　4，0）　　　5（　20．0） 10（7．6） 0（0．0） 4（4．6） 6（9．7）

仲良しの友だちの人数 5人 6（　　4．8）　　　　3（　12．0） 6（4．6） 3（14．3） 6（6．9） 3（4，8）

もっと沢山 98（　78．4）　　　13（　52．0） 98（74．8） 15（7L3） 64（73．6） 46（74．2）

計 125（100．0）　　　25（100．0） 131（100．0） 21（100．0） 87（100．0） 62（100．0）

Z2検定
＊

n．S． n，S．

とても元気 79（　65．8）　　　　3（　13．6） 77（6L1） 6（33．3） 53（63．1） 29（50．9）

元気な方 37（　30．8）　　　18（　81．8） 43（34．1） 12（66．7） 29（34．5） 24（42．1）

あまり元気ではない 3（　　2．5）　　　　0（　　0。0） 4（3．2） 0（0．0） 2（2．4） 2（3．5）

毎日元気で過ごしている 全然元気ではない 1（　0．8）　　　1（　4．5） 2（1．6） 0（0．0） 0（0．0） 2（3．5）

計 120（100．0）　22（100．0） 126（100．0） 18（100．0） 84（100．0） 57（100．0）

z2検定 ＊＊＊ n．s．（P＝0．062） n．Sご

よくある 15（　12．5）　　　　7（　31．8） 19（15．1） 4（22．2） 11（13．1） 12（21．1）

時々ある 51（42．5）　　　9（40，9） 51（40．5） 9（50．0） 37（44．0） 20（35．1）

ほとんどない 37（　30．8）　　　5（　22．7） 37（29．4） 5（27．8） 25（29．8） 17（29．8）

だるかったり疲れたりする 全然ない 17（　14．2）　　　　1（　4．5） 19（15．1） 0（0．0） 11（13．1） 8（14．0）

計 120（100．0）　　　22（100．0） 126（100．0） 18（100．0） 84（100．0） 57（100．0）

κ2検定 n．s．（P＝0．1） n．S． n．S．

よくある 4（　3，4）　　　3（　13、6） 7（5．6） 1（5．6） 3（3．6） 5（8．9）

時々ある 57（47．9）　　　8（　36．4） 57（45．6） 9（50．0） 41（48．8） 24（42．9）

具合が悪くなる ほとんどない 58（　48．7）　　　11（　50．0） 61（48．8） 8（44．4） 40（47．6） 27（482）

計 119（100，0）　　　22（100，0） 125（100．0） 18（100．0） 84（100．0） 56（100．0）

γ2検定 n．s．（P＝0．106） n．S． n．S．

＊＊＊ 吹モn．OOI，＊＊p＜0．01，＊p＜0．05，　n．s．：有意差なし
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表7－2　幼児期の運動経験と学童期の生活状況との関連（保護者の回答） 人数（％）

一

体を動かすこと 外遊び 園での活動

好　き それ以外 好　き　　それ以外 運動活動 それ以外

喜んで通学している 76（62．3） 11（40．7） 76（58．5）　13（61．9） 55（62．5） 34（54．0）

嫌がらずに通学している 32（26．2） 12（44．4） 37（28。5）　7（33．3） 23（26，1） 21（33．3）

学校への通学 時々嫌がる 14（11．5） 4（14．8） 17（13．1）　1（4．8） 10（11．4） 8（12．7）

計 122（100．0） 27（100．0） 130（100．0）　　21（100．0） 88（100．0） 63（100．0）

z2検定 n．S． n．S． n．S．

一

好き 10ユ（84．2） 10（37，0） 105（　82．0）　　　　8（　38．1） 64（74．4） 49（77．8）

好きではない 0（0．0） 9（33．3） 3（2．3）　6（28，6） 6（7．0） 3（4．8）

学校の体育 どちらでもない 19（15．8） 8（29．6）
：　20（15．6）　7（33．3）

16（18，6） 11（17．5）

計 120（100．0） 27（100．0） 128（100．0）　　　21（100，0） 86（100．0） 63（100．0）

z2検定 ＊＊ホ
一　　＊＊＊

n．S．

得意 66（55．0） 2（7．4） 65（50．8）　5（23．8） 42（48．3） 28（45．2）

得意ではない 11（9．2） 16（59．3） 18（14．1）　9（42．9） 14（16．1） 13（21．0）

学校の体育が得意 どちらでもない 43（35．8） ，9（33．3） 45（35．2）　7（33．3） 31（35．6） 21（33．9）

計 120（100．0） 27（100．0） 128（100．0）　　　21（100．0） 87（100．0） 62（100，0）

z2検定 ＊＊＊ ＊寧
n．S．

よく遊ぶ 32（26．4） 3（11．1） 34（26．4）　1（4．8） 20（22．7） 15（24．2）

時々遊ぶ 61（50．4） 10（37．0） 63（48．8）　10（47．6） 44（50．0） 29（46．8）

全然遊ばない 18（14．9） 13（48．1） 23（17．8）　8（38．1） 16（18．2） 15（24．2）

家に帰ってから遊ぶ どちらでもない 10（8．3） 1（3．7） 9（7．0）　2（9．5） 8（9．1） 3（4．8）

計 121（100．0） 27（100．0） 129（100．0）　　　21（100．0） 88（100．0） 62（100．0）

Z2検定 ＊＊ n．s．（P＝0．061） n．S．

よく遊ぶ 31（26．7） 6（24．0） 35（28．5）　3（15．O） 24（28．6） 14（23．7）

時々遊ぶ 78（67．2） 18（72．0） 81（65．9）　16（80．0） 56（66．7） 41（69．5）

全然遊ばない 2（1．7） 0（0．0） 2（1．6）　0（0．0） 1（1．2） 1（1．7）

家族と一緒に遊ぶ どちらでもない 5（4．3） 1（4．0） 5（4。1）　1（5，0） 1　3（3．6） 3（5．1）

計 116（100．0） 25（100．0） 123（100．0）　20（100．0） 84（100．0） 59（100．0）

z2検定 n．S． n．S， n．S．

とても元気 72（6LO） 11（44．0） 75（60．0）　10（50．0） 51（59．3） 34（57．6）

元気な方 42（35．6） 13（52．0） 45（36．0）　10（50。0） 33（38．4） 22（37．3）

毎日元気で過ごしている あまり元気ではない 4（3．4） 1（4．0） 5（4．0）　0（0．0） 2（2．3） 3（5．1）

計 118（100，0） 25（100．0） 125（！00，0）　　　20（100．0） 86（100．0） 59（100．0）

γ2検定 n．S．

　
　
　
　
　
n
．
S
．
1

n．S．

＊＊“ 吹モO．001，＊＊p＜0．01，n．s．：有意差なし

表8　幼児期の運動経験と学童期の体型との関連 人数（％）

体を動かすこと 外遊び 園での活動

好　き それ以外 好　き それ以外 運動活動 それ以外

2年生

や　せ

W準
@満

@計

8（14．0）

S6（80．7）

R（5．3）

T7（100．0）

1（10．0）

U（60．0）

R（30．0）

P0（100．0）

9（14．5）

S8（77．4）

T（8．1）

U2（100．0）

0（0．0）

U（85．7）

P（14．3）

V（100．0）

6（13．6）

R4（77．3）

S（9．1）

S4（100．0）

3（12．0）

Q0（80．0）

Q（8．0）

Q5（100．0）

κ2検定 ＊

n．S． n．S．

5年生

や　せ

W準
栫
@計

10（14．9）

T0（74．6）

V（10．4）

U7（100，0）

1（5．9）

P2（70．6）

S（23．5）

P7（100．0）

8（11．4）

T1（72．9）

P1（15．7）

V0（100．0）

0（0．0）

P1（78．6）

R（21．4）

P4（100．0）

4（9．3）

R3（76．7）

U（14，0）

S3（100．0）

6（15．8）

Q7（71．1）

T（13．2）

R8（100．0）

z2検定
ザ　　n．S．

n，S． n．S．

＊p＜0．05，n．s，．有意差なし
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表9　幼児期の身体活動と学童期の体力テストとの関連 人数（％）

体を動かすこと 外遊び
他の子どもと比べ体を

@動かすことが好き
園での活動

好　き　　それ以外 好　き　　それ以外 好　き　　それ以外 運動活動　　それ以外

体力

　低

W　準

@高
@計

7（10．4）　7（41．2）

P6（23．9）　6（35．3）

S4（65．7）　4（23，5）

U7（100．0）　17（100．0）

10（14．3）　4（28．6）

P8（25．7）　4（28．6）

S2（60．0）　6（42．g）

V0（100．0）　14（100．0）

5（12．8）　9（21．4）

S（10．3）　17（40．5）

R0（76．9）　16（38，1）

R9（100．0）　42（100，0）

7（16．3）　7（18．4）

P2（27．9）　9（23．7）

Q4（55．8）　22（57．9）

S3（100．0）　38（100．0）

κ2検定 ＊＊
n．S．

＊＊
n、S．

＊＊ 吹モO．01，n．s．：有意差なし

が，本研究においても幼児期に身体活動が活発であっ

た子どもたちは，小学校入学後の健康状態が良好であ

る者が多く，幼児期の身体活動がその後の生活面に大

きな影響を及ぼすことが推察された。

　体型については，2年生のやせが男女各10名ずつで

計20名（23．8％），5年生の肥満が男子13名，女子10

名で計23名（22．3％）であり，平成21年度学校保健統

計10）の同年代の肥満および痩身傾向児出現率と比較す

ると，やせと肥満がやや多い集団であった。質問紙調

査において，2年生のやせと肥満および5年生の肥満

の児童が回答を寄せなかったが，これはこの調査が運

動に関するものであったことなどが影響しているので

はないかと考えられる。幼児期の身体活動と体型との

関連については，「体を動かすことが好き」と回答し

た2年生の肥満が少ない傾向であった。

　体力テストの結果は，平成20年度全国体力・運動習

慣等調査結果11）の「大都市」の平均値と比べて同程度

であった。しかし，幼児期に身体活動が活発であった

子どもは，そうでなかった子どもに比べ体力テストが

「高」得点の子どもが多かった。中央教育審議会ユ2）は，

幼児期は体力を培ううえで非常に大切な時期であり，

この時期に子どもが運動や遊びの中で十分に体を動か

すことの必要性を強調しているが加賀谷8）も近年の

子どもの体力・運動能力の低下が小学校入学時から明

瞭であるとして，それは幼児期の子どもの身体活動の

状況に問題があると指摘している。幼児期の身体活動

の重要性は本研究の結果からも示唆されたと考える。

　レかし，子どもが通った幼稚園や保育園が運動活動

を重視していたかどうかについては，すべての項目で

関連がみられなかった。前述したように，幼児期の運

動の大切さは周知されているものの近年は子どもが安

全に遊べる場所が少なくなっており，さらにゲームな

ど体を動かさない遊びの流行などから，保護者にとっ

て子どもの通う保育園や幼稚園が運動活動に重点を置

いているかどうかは園選びのポイントとなっているよ

うである。本研究の保護者も運動活動重視の園に通わ

せた割合が高かった。しかしながら，そうした園に通

わせたことと学童期の生活や健康，体力面との明らか

な関連がみられなかったことは，活発な身体活動を

行うことができる環境があることは大事な条件である

が，単にそれだけではなく，子どもが身体活動に興味

を持ち自発的に取り組んで継続することがより重要で

あることを示唆するものと考えられる。

　以上の結果から，幼児期から運動に親しみ，外で活

発に遊ぶという身体活動は，その活動が子どもの興味

や関心に基づいて，楽しく自発的に行われる場合に，

身体活動の経験が子どもに定着し，それが小学校時代

まで持続するのではないかと推察される。幼児期から

の体を積極的に動かす生活習慣が，その後の生活や健

康，体型や体力など子どもの発育発達全般に良い効果

をもたらすのであろう。現在では子どもに不活発な生

活を送らせてしまういくつかの要因があるが，そうし

た中でもいろいろな工夫をして，子どもに幼少時から

身体活動への興味や楽しみの経験を持たせることが，

その後も活発な身体活動を持続できる基礎となってい

るのではないかと考えられる。したがって子どもを取

り巻く大人たちにとっては，子どもが幼児期に運動遊

びなどの身体活動に親しみ，体を動かすことが好きに

なり，運動やスポーツを継続できるような環境と方策

を考えることが必要といえよう。

　なお本研究の限界として，対象者が少なかったこと

から，幼児期の運動遊びとの関連をみる各項目におい

て男女別の検討ができなかったことや，後方視的調査

であるため幼児期の様子に関する回答の正確さに問題

のある可能性が挙げられる。今後は対象数を増やして

検討し，さらには縦断的に研究する必要があると考え
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ている。

V．結 論

　子どもの成長に重要な部分を占めている幼児期に，

子ども自身が運動遊びに興味を持ち，進んで身体活動

を行うことが，小学校入学後も活発な生活を送り，健

康や体力などにも良い効果をもたらすことが示唆され

た。
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小児保健研究

（Summary）　．　With　the　aim　of　examining　whether　or　not　the　physi－

cal　activities　experienced　under　school　age　rnight　infiu－

ence　on　the　daily　life，　health　and　physical　strengths　of

children　after　having　entered　elementary　schQols，　we

conducted　a　survey　by　questionnaire　to　the　pupils　of　2nd

grade　and　5th　grade　of　a　public　elementary　school　in　To－

kyo　on　the　situations　related　to　their　exercises　and　plays

during　childhood　under　school　age　and　on　their　present

lives　at　school　and　family，　plays，　health　conditions，　etc．

At　the　same　time，　we　carried　out　a　questionnaire　survey

to　their　guardians　on　the　education，　to　which　emphasis

was　placed　at　the　kindergartens／nursery　schools　where

their　children　had　been　attending　to，　their　plays，　school

lives　and　health．　We　used　the　results　of　height　and

weight　measurements　and　the　physical　strength　tests

（available　only　for　the　5th　graders）　conducted　at　school，

as　well，　and　154　pairs　of　the　children　and　their　guardians

were　analyzed．　As　a　result，　it　has　been　proved　that，　in

the　replies　obtained　from　both　the　children　themselves

and　their　guardians　，　the　children　who　used　to　have　a　lik－

ing　for　physical　activities　under　school　age　replied　more

positively　that　they　enjoyed　school　life，　enjoyed　learn－

ing　and　physical　exercises，　often　enjoyed　playing　with

their　friends，　had　many　playmates．　Furthermore，　these

children　were　found　to　b・e　healthier，　less　obese，　and

showed　a　tendency　to　have　better　resu1ts　at　the　physical

strength　tests．　On　the　other　hand，　regarding　the　aspect

on　whether　or　not　an　emphasis　was　placed　on　physi－

cal　activities　at　their　kindergartens　or　nursery　schools，

any　significant　relations　with　such　above－mentioned

comments　were　scarcely　recognized．　Thus，　it　was　sug－

gested　that　the　exercises　and　outdoor　plays　actively　done

by　the　children　themselves　under　school　age　would　exert

good　influence　on　many　aspects　after　having　entered　el－

ementary　schools　．

（Key　words）

exercise　experiences，　physical　fitness，　preschool　chil－

dren，　school　children，　growth　and　development
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